
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 資源循環工学研究領域 水資源工学担当 

電磁探査による効率的な地下水塩淡境界 

深度測定法 

地下水中の塩淡境界深度と地盤の見かけ導電率が相
関を持つことを利用し，電磁探査法で効率的に淡水域
の厚さを測定する手法を開発しました。 

図2：コイル間隔別の電磁探査による見かけ導電
率と地下水観測孔で実測された2,000mS/m深度 

 沿岸域の地下水は浅層に淡水，深層に塩水が分布
しており，この境界震度を明らかにするため，電磁探
査法などの物理探査による調査が行われています。 

 これまでの電磁探査法による調査は、コイル間隔を
変えながら1地点あたり複数の測定を行う必要があり、
短時間の調査には不向きでした。 

研究のポイント 

本測定法には，以下の特徴があります。 

琉球石灰岩帯水層の観測孔における深度1m毎の電
気伝導度の実測によって求められた地下水中の塩淡境
界深度と、電磁探査によって求められた従来法による１
層目の導電率境界深度とは高い相関を持つ(図1)。 

各コイル間隔の測定で得られた見かけ導電率と、地下
水中の塩淡境界深度は、コイル間隔40mで最も高い相
関を持ち(図2)、近似曲線についての相関係数は図1と
比べて同程度である。 

現場において図2の近似式を求めれば、塩淡境界が
未知の地点においても、1通りのコイル間隔の測定のみ
で、地下水中の塩淡境界深度の推定ができる。 

図1 従来法によって求められた塩淡境界深度と
地下水観測孔で測定された2,000mS/m深度 

沖縄県多良間島において，観測孔での電気伝導度実測
値を，コイル間隔40mの電磁探査結果で補完した結果，
淡水レンズ地下水の厚さ分布が明らかになりました。 

図3：電気伝導度2,000mS/m等標高線図(沖縄県多良間島) 

研究の背景 

モデルの概要 

測定事例 
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電磁探査に使用した機材はカナダGeonics社製EM34-3 

コイル配置は水平ダイポールモード 

１地点あたり２～３分 


